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日
本
書
紀

の
音

仮
名

「支
」

藤

井

茂

利

日
本
書

紀

に
は

、「
支

」

・

「
支

」

の
漢

字

の
使
用

が
、

僅
か

二
十

数
例

で
あ

る
が

見

え

て
い
る
。

国
史

大
系

本

に
よ

っ
て
そ

の
用
例
を

示

せ
ば

D

於
是
。
其
王
肖
古
。
及
王
子
貴
須
。
亦
領
軍
来
会
。
時
比
利
。
辟
中
。
布
弥

支
。
半
古
四
邑
自
然
降
服
。

(神
功
皇
后
紀
)

②

唯
千
熊
長
彦
輿
百
済
王
。
至
干
百
済
国
。
登
辟
支
山
盟
之
。

(神
功
皇
后

紀
)

3ー

百
済
記
云
。
…
故
奪
。
我
枕
弥
多
礼
。
及
蜆
南
。
支
侵

谷
那
。
東
韓
之
地
。

是
以
遣
王
子
直
支
干
天
朝
。
以
脩
先
王
之
好
也
。

(応
神
紀
)

@

天
皇
召
直
支
王
謂
之
日
。
汝
返
於
国
以
嗣
位
。

(応
神
紀

)

⑤

百
済
直
支
王
莞

(応
神
紀
)

⑥

百
済
直
支
王
。
遣
其
妹
新
斉
都
媛
以
令
仕
。

(応
神
紀

)

⑦

使
来
目
部
張
失
婦
四
支
於
木

(雄
略
紀
)

⑧

乃
告
其
弟
軍
君
幌
支
君
也
。

(雄
略
紀
)

鋤

百
済
新
撰
云
。
辛
丑
年
蓋
歯
王

「
遣
王
」
遣
弟
規
支
君
。
向
大
倭
待
天
皇
。

以
脩
先
王
之
好
也
。
(雄
略
紀
)

㈹

百
済
文
斤
王
莞
。
天
皇
以
昆
支
王
五
王
中
。
第
二
末
多
王
幼
年
聡
明
。
勅
喚

内
裏

(雄
略
紀
)

oo

天
皇
寝
疾
不
預
。
詔
。
賞
罰
支
度
。
事
無
巨
細
。
並
付
皇
太
子

。

(雄
略
紀

)

働

於
是
。
錐
由
乳
母
相
別

濁
膜
。

而
寛
難
別

四
支
諸

骨

(顕
宗
紀

)

o⑳

百
済
新
撰
云
。
…
武
寧
。
立

。
韓
斯

麻
王
。
是
混
支

王
子
之
子
。
則
末
多
王

異
母
兄
也
。
混
支
向
倭
時
。
至
筑
紫

嶋
生
斯

麻
王
。
…
末
多
王
是
混
支
王
之
子
也
9

(武
烈
紀

)

oの

百
済
本

記
云
。

久
羅

麻
致
支

弥
従
日
本
来
。

(継
体
紀

)

㈲

是
月
。
伴
破

国
遣
取
支

。
献
珍
宝
乞
己
涼
之
地
。
而
終
不
賜
国
。

(継
体
紀

)

α⑤

襲
者

。
印
支

弥
與
阿
歯

旱
岐
在
時
。

(欽
明
紀

)

㈲

移

那
斯

。
麻
都
。
過
耕
他
界
。
六
月
逃
去
。
於
印
支
弥
後
来
許
勢

臣
時

。

(欽

明
紀

)

α⑳

百
済
本
記
云
。
我
留

印
支
弥
之
後
。
至
既
酒
臣
時
。

(欽

明
紀

)

oの

夫
遣
印
支
弥
於
任

那
者
。
本
非
侵
害
其
国
。

(欽

明
紀

)

¢の

吾
知

汝
言
之
非
。
以

干
支
之
義

不
得
害
。

(欽

明
紀

)

⑳

其
国
去
京

五
十
余

里
。
居
筑
紫
南
海
中
。

切
髪
草
裳

。
梗

稲
常
豊
。

二
姐
雨

収
。
土
毛
支
子
。
莞

子
及
種
々
海
物
等

多
。

(天
武
紀

)

と

こ
ろ
で

右

の
用
例

の
う
ち

、
⑧
⑨

⑧
09

に
、
漢

字

「
支

」

の
使

用
が
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見

ら
れ

る
。
⑧

の

「
蜆
支

」

、
⑨

の

「
混
支

」
、
⑧

の

「
渥
支
」

は
、
㈲

の

「
昆

支
」

と
同

一
人
物

と
考

え
ら

れ

、
そ

れ
ぞ

れ
異

っ
た
表

記

の
方

法

が

と
ら

れ

て
い
る
。
鋤

、

動

の

「
支

」
は

、
前

田
家
本

、
宮

内

庁
書

陵

部

禁
中

本

に
は

「
支

」
と
、

函

の

「
支

」
は
内

閣

文
庫

所
蔵
伊

勢
本

、
宮
内

庁
書

陵
部

禁
中

本

に
は

「
支

」
と

そ
れ

ぞ
れ
写

本

に
異
同

が
み

ら
れ

る
が
、

10

の

「
支

」

に
は
写
本

の
異
同

は
見

ら
れ

な

い
。

朝
鮮

資
料

の
三
国
史

記

二
六

巻

に

「
夏

四
月
拝

王

弟
昆
支

為
内

臣
佐

平

」
、

「
七
月

内
臣
佐

平
昆

支
卒

」
、

「
東

城
王

譲
牟

大
、
文

周

王
弟
昆

支
之

子

」
、

「
蓋
歯
第

二
子

昆
支

之
子

」
と

「
昆

支
」

の
記

録
が

見

え

て
お
り
、

古
典

刊
行
会

本

(翻

刻

本

)、
朝

鮮
古

書

刊
行
会

本

(
活
字

本

)
と
も

「
昆
支

」

の
使

用
例

の

見

ら
れ

な

い
こ

と
か
ら

、
⑧

、
⑨

の

「
支

」
は

「
支
」

が
正

し

い
と
考

え

ら

れ

る
。
用

例
13

の

「
支

」

は
前

田
家
本

、
宮

内
庁
書

陵
部

禁
中

本
、

京

都

北
野

神
社

蔵
兼

永
本

に

「
支
」
と

見

え

て
お

り
、

「
支

」
が

正
し

い
も

の
と
考

え
ら

れ

る
。
諸

橋
徹
次

氏

の
大
漢

和
辞

典

に
よ

れ
ば

、

「
支

」
は

「
去

竹
之

板

也

。

尽
三
手

持

二半

竹

一

(説
文

)
」

と
あ
り
、
半

分

の
枝

を
持

つ
意
を
表

わ

し
、

章
移

切
、
翅

移

切

(集

韻

)
と

さ
れ

、

「
支

」
は

「
小

撃

也
。

杁
レ
又

ト
声

」

(
説
文

)
と

あ
り

、
か

る
く

た

ゝ
く
意

、
普

木
切

、

匹
角
切

(集

韻

)
と

さ
れ

て

い
る
。
音
韻

、
意

義

と
も
全

く
別

の
、
何

の

関

連

な

い
文

字
で

あ

る
が
、

字
形

の
酷

似
し

て
い
る

こ
と
か
ら

、
文
献

書

写

の
際

に

「
支

」
と

「
支

」
と
を

見
誤

っ
た

り
、

「
支

」
と

「
支
」

を
同

意

義

の
、

異
字
体

と
考

え

て
別

に
疑

問

も
起

さ
ず

に

い
た

こ
と
も
あ

っ
た

ろ
う

。

「
支
」

の
漢
字

表
記

に
異

同
を

生
じ

た
原

因

の

一
端
が

、

そ
う

い

う
所

に
も

あ

ろ
う
か

と
思
わ

れ

る
が
、

と
も

か
く

用
例

の
⑧
⑨
㈲

㈲

は

「

支
」

の
使

用

の
方

が

正
し

い
と
考

え
ら

れ

、
書

紀

に

は

「
支

」

の
漢

字
使

用
例

は
な

い

こ
と

に
な

る
。

と

こ
ろ
で

、
既

出
し

た
用
例

中
、
⑦

の

「
支

」

(雄

略
紀

)
は

、

「
四

支
」

と

い
う
熟
語

の

一
部

で

あ
り

、

「
テ

ア
シ
ゆ

と
訓

読
さ

れ

て
お
り

「
支

」
は
音

仮
名

と
し

て
使

用
さ

れ

て
い
る

の
で
は

な

い
。

鋤

の

「
支
」

(
(
雄

略
紀

)
は
、

「
支
度

」
と

い
う
熟
語

の

一
部
分

で
あ

り
「

・
支

度

」
は

・
ス
ス
メ
吻

「
オ
キ

テ
」③
と
訓
ま

れ
、

音
仮

名
と

し

て

使
わ

れ

て

い
る

の
で

は
な

い
。

吻

の

「
支

」

(顕

宗
紀

)

に
用

い
ら

れ
た

用
例

は
、
⑦

と

同
様

で
、
音

仮

名
と

し

て
の
使

用
で

は
な

い
。

⑫①

の

「
支

」

(紆

明
紀

)
は
、

「
干
支

」
と

い
う
熟

語

の

一
部

で
、

「

干
支

」
は

「
コ
ノ
カ

ミ

ノ
オ

ト

メ
℃

と
訓
ま

れ
・

「
支

」
は
音

仮
名

で

は

な

い
。

⑳

の

「
支

」

(
天
武
紀

)
は
、

「
支
子

」
と

い
う
熟

語

の

一
部
で

「
支

子

」

は

「
ク

チ
ナ

シ
⑱

と
訓
ま

れ

、

「
支

」
は
音

仮
名

で

は
な

い
。

こ
の
小
考

で

は
、
音

仮
名

と
し

て

の

「支

」

の
用
法

を
主

要
問

題
と
し

て
考

察

し

よ
う
と
試

み

て

い
る

の
で

右

の
五
例

は
問
題

の
対
象

か
ら

省

い

て
お

く
。

継
体

紀

(
用
例
④

)
に
は

「
久

羅
麻
致
支

弥

」
と

い
う
表

記
が

見
ら

れ

る
。

「
久
羅

麻
致

」

に

つ
い
て
飯

田
武
郷
氏

は

、

「
倉

持
君

(欠

名

)
な

⑥

る

べ
し

)
と
述

べ

て
お
ら

れ

る
が

、
一
方

、

日
本

古
典
文

学

太
系

本

に
は

「
車
持

君
か

と

の
説
も

あ

る
。
」

と

の
頭
注
が

つ
い
て

い
る
。
「
久
羅

麻

致

」
が

果
し

て

「
倉

持
」

で
あ

る

の
か
、

「
車

持

」
で
あ

る

の
か
は
容

易

に

判

じ

難

い

こ
と
で

あ

る
が
、

「
支
弥

」

に

つ
い
て
は
、

尊
称

の
接

尾
語

「

君

」

を
表
記

し

た
も

の
と
考

え

て
さ
し

つ
か
え

な

い
も

の
と

思
わ

れ
る
。

所

謂

、
特
殊

仮
名

遺
で

い

う
甲
類

、
乙
類

の
区
別

の
あ

っ
た
古

代

日
本

語

一14一



で

は
、
尊

称

の
接

尾
語

「
君

」

の

「
キ
」

は
甲

類
相

当

の
音
相

で
あ

る
。

と

こ
ろ
で

「
支

」

の
漢
字

音

は
、

「
内
転

第

四
開
合

、
歯

音

、
清

、
支

韻
・
三
等
音
ゆ
で
あ
る
の
で
・「㌔

の
頭
子
立・
を
持
ち
・

昭

ゆ
の
韻

で

あ

る
が

、
藤

堂

明
保

氏

に
よ

れ
ば

、

「
支

は

、
古

く
は

巨
支

切

の
音

が

あ

っ
て
、

支
韻

四
等

に
属
し

た
も

の
と
考

え
ら

れ
る

」
と

の

こ
と
で

、
古

代

日
本

語

の
所
謂

甲
類

の

「
キ

」
を
表

記
し

得

る
文

字
で

あ

っ
た
と
考

え

ら

れ

て
い

る
。
だ

か
ら

こ
そ
魏
志

倭

人
伝

の

「
支

」

の
漢

字

は
、
古

代

日

本

の
地

名
、

官
名

等

の
中

に
表
わ

れ

る

「
キ

」

(甲

類

)

の
部

分

の
表

記

に
あ

て
ら

れ

て
い
る
。
⑪
一
方

、

朝
鮮

の
文
献

三
国
史

記

に
は

、
朝
鮮

の
古

地

名

の
、

「
キ

」
と

発
音

さ

れ
た
部

分

の
表

記

に

「
支

」

の
漢

字
が

、⑫
ま

た

三
国

遺
事

の
中

に
見
ら

れ

る
新

羅

の
古

歌

の
記
録

に
も

「
支

」

の
漢
字

が

音

仮

名
と

し

て
使

用
さ

れ

て

い
る
。⑬
用
例
0の

の

「
久

羅
麻

致
支

弥

」

の

「
支

弥

」

は
、
当

時

の
百

済
人

が
、

日
本

人
官

吏

の
百
済

入

国
時

に
、

耳

に
し
た

日
本

語

の
尊

称

「
君

」
を
表

記

、
記
録

し

た
も

の
で
あ

ろ

う
。

国

史
大

系

本

に
は

「
支
弥

」

に

「
キ

ミ
」

と
傍
訓

が

つ
け
ら

れ

て

い
る
が

、

正

し

い
訓

み
が

伝

っ
て

い
る
も

の
と

考

え
ら

れ
る
。

欽

明
紀

(
用
例
㈲
Gの

㈹
㈲

)

に
は

「
印
支
弥

」

の
表

記
が

四

ケ
所
見

ら

れ
る

。
用

例
㈹

に

つ
い
て
木

下
礼
仁

氏

は
、

国
史

大
系

本

の
読

を
否

定

さ

れ

「
我

留

印
支

弥

」
を

一
つ
の
固
有

名

詞

へ
印
支
弥

は

一
種

の
称

号

)
と

⑭

み

る
李

弘

植
氏

の
意

見

に
従

っ
て
お
ら

れ

る
が
、

別

に
李
氏

の
意

見

に
従

わ

ね
ば

な

ら

な

い
決

定
的

論
拠

は

見
当

ら
な

い
。

日
本

古
典

文
学

大
系

本

で

は

従
来

の
説

の
ま

ゝ

「
我

が
印
支

弥

を
留

め
し

後

に
」

と
訓
読

し

て

い

る
。

「
印

支
弥

」

に

つ
い

て
は
、

日
本

古
典

文
学

大
系

の
頭

注

で
は

、

「

未
詳

。
下

文

に

よ
れ
ば

日
本

府
官

人
」

で
あ

ろ

う
と

し
、

現
在

の
と

こ
ろ

確
定

的

は
意

見
が

出

さ
れ

て

い
な

い
が
、
欽

明

五
年
紀

に

「
謂
在

任

那

日

本

臣
名

也

」
と
あ

る

こ
と

か
ら

、
尊

称

の
意

の
あ

る

こ
と

だ
け

は
確

実
で

あ

ろ

う
・
欽

明

五
年
紀

に

「
印

岐
弥

」⑮
の
表

記

が
見

え
、
前

後

の
文

関
係

か

ら

「
印
支

弥

」
と

同

一
人
物

と
思

わ
れ

、

「
支
弥

」
は

「
キ

ミ
」

の
発

音

を

写
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

用
例
qの

の

「
支

弥
」

は

日
本

語

の
尊

称

の
接
尾

語

「
君

」
を
書

き
写

し
た

も

の
で
あ

っ
た
。

「
印
支

弥

」

に
尊

敬

の
意
が
感

じ

ら

れ
た

の
は
、

こ
の

「
支

弥

」
が

尊
称

の

「
君

」

の
意

を

表
わ

し

て

い
る
か

ら
と

、
用
例

殉
か

ら
推

し

て
考

え

て
お
き

た

い
。

「
印

」

(
人
名

?

)

「支

弥

」

(尊

称

の
接

尾
語

)
と

い
う

語
構
成

の
見
方

も

可
能

で
あ

ろ

う
。

用
例
㈹

の

「
支

」

に
、
鈴
鹿

氏

所
蔵
中

臣
連

重
本

で

は

、

「
キ

」
と

傍
訓

が
付

せ
ら

れ

て
い

る
の

は
正
し

い
訓

が
伝

っ
て
い

る
も

の
と
考

え
ら

れ

る
。

神

功
皇

后
紀

(
用
例
D

鋤

)
に
は
、

朝
鮮

の
古
地

名

「
布
弥

支

」

「
辟

支

」

の
表

記

が
見

ら
れ

る
。

「
布
弥

支

」

の
位

置

に

つ
い

て
は
、

飯
田

氏

は

「
比
利

、
辟

中

、
布
弥

支

、
半

古

(
中
略

)
集
韻

支
音

祇

と
あ

り
、

こ

の
四
邑
も

詳

な
ら
ず

。

但
し
魏

志

馬
韓

五
十

四
国

の
内

に
卑

離
国

あ
り

、

南
蛮

の
内

な

る

べ
し
噸

と

述

べ
ら

れ
、

鮎
貝

房
之

進
氏

は

「
伐
音
支

」

(

⑰

忠
清

南
道

新

豊

)
に
推
定

さ

れ

て
お
ら

れ
る
。

「
辟

支

」

の
位

置

に

つ
い
て
は

、
飯

田
氏

は

「
辟
支
山

詳

な
ら
ず

、
今

忠
清

大

興
県

に
、
白

日
山
と

云
あ

り
、

名

の
さ
ま

を
思

ふ

に
、
も

し
く

は

そ

の
山

に
も

あ
る

べ
し

」⑱
と
述

べ
ら
れ

、

日
本

古
典

全
書

の
頭

注

で
は

、

大
筋

に
お

い
て
飯

田
氏

の
説

に
従

っ
て
い
る
。

三
品

彰
英

氏

は

「辟

中

(

金
堤

)
附

近

の
山
城

で

あ
ろ

う
」⑲
と
さ

れ
・
鮎

貝
氏

は

三

国
史

記
全

北

の
金
堤
古
名
碧
骨
を
、
神
功
紀
は
辟
支
と
骨
を
支
に
代
へ
、
天
智
紀
に
て
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は
之

を
避

城

と
城
字

に
謙
し

あ
り

」⑳
と

述

べ

て
お

ら
れ

る
。

「
布
弥

支

」

「
辟

支

」

の
所
在
地

に

つ
い

て
は
、
か

り

に
ど

こ
に
比

定
さ

れ

る
に
し

て

も

、

こ
の
地
が

外
敵

に
備

え

る
作
戦

上

の
重
要

拠
点

で
あ

っ
た
ら
し

い
こ

と
は
十

分

に
窺

い
知

る

こ
と

が
出
来

る
。

「
布

弥
支

」

「
辟
支

」

に
共

通
し

て
表

記
さ

れ

て
い
る

「支

」

の
音

に

つ
い
て
は
、

飯

田
氏

、

三
品
氏

と
も

直
接

に
は

触
れ

て
お
ら

れ
な

い
が

、

用
例
qの

に
表

れ

た
と

お
り

、
古

代

日
本

語

の
所

謂
甲
類

の

「
キ
」

の
表

記

に
用

い
ら
れ

た
文

字
で

あ

る

こ
と

か
ら

推
し

て
、

朝
鮮

の
こ
れ
ら
両

地
も

「
キ
」

と
発

音
さ

れ
、

「
支

」
で
表

記
さ

れ
た

の
で
あ

ろ
う

。
鮎
貝

氏

の

述

べ
ら
れ

た

「
辟
支

」

が

「碧

骨

」
で

あ

る
な
ら

、

「
骨
」

に

「
ユ
已
」

の

音

の
あ

る

こ
と
か
ら

「
支

」

は

「
キ
」

の
発
音

で

あ
る
と

考

え
ら

れ
る
。

朝

鮮

の
古
地

名

に
接

尾
語
的

に

「
キ
」

の
音

が
多

い

こ
と
は
、

金
沢

庄

三
郎

氏

に
指
摘

の
あ

る

こ
と

で
、

同
氏

の
著

「
日
鮮
古

代
地

名

の
研
究

」

に
「
達

己

(
雷
『
÷
引
)

、
熱

号

(呑

『
　ξ
窪
)

、
熊

只

(
鐸
長

・
5
)

、

斤

烏

支

(犀
51
δ

・窓

)
、

玉
岐

(
。
〒
宏
)

、

阿

戸

分

(
9
う巴
・ξ

ひ
一)
多
斯

只

(け9
9
0
9
ー"
凶)

、
伐
首

ロ
バ

(客

『
・
ω旨

ゴ
)

の
如

く

、
ま

た

日
本

紀
中

の
朝

鮮
地

名

に
魅

斯

二
岐
、
布

弥

支
、
沙

鼻

岐
、
枕

服

岐
、
都

久
斯

岐

、

伊

期

ロ
バ
等

あ
り

」
と
古

文
献

の
中
か

ら

用
例

を
数
多

く
あ

げ

て
お
ら

れ

る
。

ま

た
鮎

貝
氏

も

朝
鮮

の
古

地
名

に
ロ
バ
、

支

の
付
し

て
あ

る

の
を

指
摘

さ

れ

「
闘
支

(
慶
尚

南
道

闘
城

)
、

三
支

(
同

三
岐

)
、
菓

支

(全

羅
南

道

玉

果

)
、
屈
支

(
同
昌

平

)
、
栗

支

(
同
栗

原

)
、

多
支

(同
牟

平

)
、
伐

音

支

(忠
清

南

道
新

豊

)
」

「
熊
只

(慶

尚
南

道
熊

川

)
、
多

斯
只

(慶

尚

北
道

河
浜

)
、
奴
斯

只

(忠

清
南

道
儒

城

)
、

豆
伍

只

(同

燕
岐

)
、

仇

知
只

(全

羅

北
道

金
溝

)
、

只
伐

只

(
同
雲

梯

)
、

豆
夫
只

(全

羅
南

道

同
福

)
、

支

只
は
今

朝
鮮

音

は
利

(
6
=
)
な

る
も

古
音

は

フ

へ5

)

な

り
吻

と
述

べ
て
お
ら

れ

る
。

こ
れ
ら

の

「
キ
」

の
示

す
意
味

内
容

に

つ
い

て
は
、
鮎

貝
氏

は

「
闘
支

を
闊

城
と

翻
し

、
奴
斯

只

を
儒

城
と
後

代

翻
さ

れ
あ

る

に

て
、
邑
城

の
義

た

る
を
推

知
す

べ
し

鴫

と
述

べ
ら

れ
、
戦

術
上

重
要

拠
点

の
多

い
所

か

ら
同
氏

の
意

見

に
賛
成

し

「
支

」

の
意
味

を

「
重

要
拠

点

地
」

と

考
察

し

て
お

く
。

国
史
大

系
本

に

「
布
弥

支

」

に
は

「
ボ

ム
キ
」

「
辟

支

」

に

「
ヘ
キ
」

と

傍
訓
が

付

せ
ら

れ

て
い
る

の
は
、

朝
鮮

の
古
地

方

の
発
音

が

伝
え

ら
れ

て
い
る
も

の
と

考

え
ら

れ
る
。

応

神
紀

(
用
例
紛
の

励

ω

)

に
は
、
百
済

王

「
直

支
」

の
名
が

四

ケ
所

に
わ

た

っ
て
見

え

て

い
る
。
飯

田
氏

は

「
通
証

、

三
国
史

記
、
膜

支
或

作

直
支

、
東

国
通
鑑

、

一
名

映
、

又

日
、
丁

酉
晋
安

帝
隆

安

元
年
、

百
済

阿

華

王

六
年

夏

五
月

、
百
済

与
倭
結

好

、
遣
太

子
膜

支
為

質
、

当
仁
徳

天

皇

八
十

五
年

、
彼
此

年

紀
或

有

誤
謬
と

あ
り

。
按

に
阿
華

王

三
年
は

、
通
鑑

に

よ
れ
ば

、
わ

が
仁

徳
帝

八
十

五
年

丁
酉

の

こ
と

と

な
れ
り

。
年

君
大

い

に
た

が

へ
り
、

よ
り

て
又

彼

の
高

麗

王
碑
銘

を
按

ず

る
に
、
九

年

己
亥

(

仁

徳

八
十

七
年

に
当

る

)
百
残
違

誓

、
合
倭

云

々
、
倭

人
満
其

国
境

。
潰

破

城
地

云

々
。

と
云
事

あ

り
。
比

紀

に
は
更

に
思

ひ
あ

た
る

事
な

け
れ

ど

も

、
合

倭

と

い
う
文

を
見

れ
ば
、

通
鑑

の
与
倭

結
好

、
遣

太
子
膜

支
為

質

。

と
あ

る

に
所

由
あ

り
げ

な

り
。

さ
れ
ば

是
も

百
済

記
を

こ

ゝ
に
書

き

入

れ

⑳

し

は
猶

誤

に

て
、
仁
徳

紀

八
十

五
年

の
下

に
入
る

べ
き
か

」

と
述

べ

て
お

ら

れ

る
。

三
国
史

記
巻

二
十

五

に
、

「膜

支

王

(或

云
直

支

)
梁
書

、
名

映

、
阿
華

之

元
子

、
阿

華
在

位
第

三
年
立

為
太

子

、
六
年

出
質

於
倭

国
、

十

四
年

王
莞

、
王

仲
弟

訓
解
摂

改

、
以

侍
太

子
還

国
、
季

弟
喋

礼
殺

訓
解

、

自
立

為

王
、
膜

支
在

倭

聞
卦

、
実
泣

請
帰

。
倭

王
以
兵

士

百
人

衛
送

。
既
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至

国
界

、
漢

城

人
解
忠

来
告

白
。

大

王
棄
世

、
王

弟
礫

礼
殺

兄
自

立
、

願

太

子
無

軽

入
、

膜
支

留
倭

人
自

衛
、

衣
海
島

以

待
之
、

国

人
殺
喋

礼
、

迎

膜

支
既

位

。
妃

八
須

夫

人
、
生

子
久
爾

辛

」
と

あ
り

、
ま

た
膜
支

王

の

「

十

四
年

夏

、
遣

使
倭

国
、

送
白
綿

十

匹
」

「
十

六
年
春

三
月

、
王

莞

」
と

・

い
う

記
録

が
見

え

て
い

る
。
阿
華

王

の
六

年

に
膜
支

(直

文

)
が

日
本

に

来

て
、

八
年

後

に

即
位

の
た
め

に
帰

国

し

た
記

録

は
、

日
本

書
紀

、

三
国

史
記
と
も

に
内
容
、
年
代
数

一
致
し
て
い
船

応
神
紀
の
対
外
関
係
の
記

録

に
は

、
百

済

記
な

ど

朝
鮮

の
文

献

が

大

い

に
利

用
活

用
さ

れ
た
で

あ

ろ

う
。

「
直

支

」

の
人

名
表

記

に
は
朝

鮮

の
文

献

に
見

え

て

い
た
文

字
を

借

用
し

た

と
考

え

ら

れ
る
。

と

こ
ろ
で

「
膜

支

」

の

「
支

」

の
読

み
方

に

つ
い

て
、

梁
柱

東
氏

は

「

刈

.
刈

」
と

考

え
ら

れ
、

大

著

「
朝

鮮
古

歌

研
究

」

で
次

の
よ
う

に
述

べ

て
お
ら

れ

る
。

即
ち

「刈

う
刈
」
21
借
字

善

「知

・
智
」
外
鮒
下
掲

諸
例

井
田
一
。

辰
韓

、
諸
小
別
邑

、
各
有
渠
師

、
大
者
名
臣

智
、
次
有
倹

側
。
次
有

簗
祇
、
次

有

殺
契
、
次
有
邑

借

皆
其
官

名

(後
漢
書

・
東

夷
伝
、
韓

)

膜

支
王

或

云
直

支

(
三
国
史

記

二
五
済
記

三
)

新
羅
王
佐
利
遅

(
日
本
書
紀

継
体
天
皇

二
三
年
)

百
済
…
久
爾
辛
立
為

王
、
王
年

幼
、
木
満

致
執

国
政

(
日
本
書
紀
応

神
天
皇

二
五
年

V

日
鷹
吉
士
、

還
自

高
麗
、
献

工
匠
須
流
枳
奴
流
枳

等

(日
本
書
紀

仁
賢
天
皇
六

年
)

右
例

州

一

「倹

側
」
しτ

「召

利
」
或

。τ
・「
ユ
」
利
」

「禁
祇

・
邑
借
」
と
し
各

科

「日
う已

刈

・
ユ
己
刈

」
句

麗
官
名

21

「莫
離

支

女
乙
支

」
へP

已
・一

、
余

刈

)
呈
同
様

21

「

.X

」

o

p

「膜
支

」

(直
支

)
王
・
で
日
本
書
紀

州
或

「
直
支

」

(巻

十
応

神
天
皇
十
六

年

)
、

「阿
直

岐
」

(巻
十

同
十

五
年

)
、
「
阿
知
吉
師
」

(同

二
十

年

)
暑

作
斗

吻
叫

。
新
羅
王

「
佐
利
遅
」
と
」
「オ
已
刈

」
、
暑
法

興
王

21

緯

「君
宗

」

「
源
」
判

古

訓

「斥
已」

「一

」
よτ
元
来

「上

」
2ー

古
訓

「朴
」

(城
上

勺

祥

還
上
督
導
)
封

主
格
形

「-卜p
ー

ス

δ
」
到

縮
約
語

一
司
、
曳

刈

「
尺
干
」

(朴

魁
)

叫

「
濃

・
餐

」

(祉

)
〇
一

㊧

呈
縮

約
碧
斗
倣
似

斗
叶
。

「
ト犬
」
井
尊
称
一
珂
卑
称

〇
一呈
転

尋

昊

一
(
ユ
刈

・
一

司

刈

)
、
「
神
司
」

(
現
行
語

「
想

一
」

)
r工
特
殊
職
業

人
到
賎

称
6
豆

漸
次
義

転
判
唄

叫
。

と

述

べ
ら

れ

、

「
支

」

を

「
ス

.
曽ス
」

と

発

音

す

る

理

由

に

つ
い

て

、

同

氏

は

更

に「
支
」
しτ
古
音

「
刃

・
刈
」
望

〇
一
三
仏
典
訳
例
無

と
」
呈
叶
「
刈
」
号

表

斗

喫

叶
。

支

唐
韻

集
絢

章
移
切
、
正
韻
旨
而
切
、
枢

音
雇
。

脅
支
伐
羅

o
冒
霞
"
辟

支
迦

胃
働
q
o
寄

支
堤

o"
ぽ

●

ユ
碧

o
豆

「
支
」
しτ
古

官
名

・
地
名

剋

「
犬

ス'」
州

通
借
毛
叫
。

自
為

莫
離
支

其
官
如

唐
兵

部
尚
書
兼
中
書
令
職
也
。

(三
国
史

巻

四
九

列
伝
九

蓋
蘇
文

)

王
遺
大
臣
乙
支
文
徳

、
詣
其

営

詐
降
、
実
欲

観
其

虚
実

(
三
国
史

巻

二
十

麗
紀

八
嬰
陽
王

二
十
三
年

)

珍
支

村

一
作
賓
之

又
賓

子

又
水
之

(遺
事
巻

一
新

羅
始
祖

)

闘
城

郡

本

闘
支

郡

(三
国
史

巻
三
十
四
地
理

一
)

傘
「
莫
離
支
」
よτ

「せ

刈
」暑

「大

人
」
鍋
義

毒

「
乙
支
」
と
し
姓
一
叫
ゼ
官
名

「妾

刈
」

8
・
8
「
闘
支
」

到

「支

」
しτ

「
一
」

城

21

古
訓
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「支
」
と
」
元
来
音

「
利
」
叫
些
羅
代
音

釧
一
特
徴
望

「
一

・

・
71
」
互
転
州
依

詞
脳
歌
中
叫

一

「一
」
州
通
借
到
ロ。て
勿
論
、
ユ
末
音

「
1
」
州
依
卦

叶
「
ー
」

」
剛
r工
井
曽

添
用

51

喫

叫
。

と

述

べ
て
お
ら

れ

る
が
、

以
上

の
梁
氏

の
説

に
は
、

二
、

三

の
疑

問
点

が

あ

る
よ

う

に
思

え

る
。

そ

の
第

一
は

、

「
膜

支

」

(直

支

)

の

「
支

」
を

「
臣

・
智

」

の
よ
う

な
尊
称

の
接

尾

語
と

し

て
考

え

て
お

ら
れ

る
よ

う
で

あ

る
が
、
氏

の

考

え
を
進

め

て

い
く
な

ら
、

「
膜

」

(直

)
の
み
が

王
名

に
な

っ
て
し
ま

う
。

三
国
史

記

に
見

え

る
歴
代

百
済

王
名

の
表

記

に
尊
称

の
接

尾
語

は
付

さ
れ

て

い
な

い
画

「
膜

支

」

(直

支

)
で

王
名

と
考

え

る

べ
き

.て
あ

っ
て

「
支

」
を
摘

出

し

て
尊
称

の
意
味

を
持

た

せ

よ
う
と

す

る
意
見

は
、

賛

同
し
難

い
。

「
支
」

の
古

代
音

を
も

「
ス

.
犬
」
と

推
定

し

て
し
ま

っ
た

た
め
尊

称

の
接

尾

語

「
智

(一

)
」

に
関
係

づ

け

よ
う
と

し
た

も

の
と
思
わ

れ

る
。

第

二

の
疑

問
点

は
、

「
支

」

の
上
古
音

の
推

定

に
片
手

落

ち

の
点

が
あ

る
よ

う

に
思

え

る

。

「支

」

の
頭

子
音

は
変

化

の
烈
し

か

っ

た
文
字

で
あ

る

の
で

、
少

な

く
と
も

「支

」

が
何
如

な

る
語

の
、
如

何

な

る
部

分

の
表

記

に
用

い
ら
れ

た
か

を
広

く
諸

外

国

の
文
献

に
ま
.て
あ

た

っ

て
調

べ
て
お

か
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
で

あ

ろ
う
。
魏

志

倭

人
伝

に
見
え

る

音

仮

名

「
支

」

の
使

用
法

な
ど
は

参
考

に
な
る
も

の
と

考

え
ら
れ

る
。
ま

た
氏

は
、

仏

典

の
漢

訳

の
例

を
あ

げ

て
お
ら

れ

る
が
、
何
と

い
う
経

典

の

何

時
代

、
誰

の
、

何
地

方
で

な
さ

れ

た
漢
訳

で
あ

る
か

明

記
し

て
お
か

ね

ば

な

ら
な

い

で

あ

ろ
う

。
も

し
仏

典

の
漢

訳

の
例

を
あ

げ

る
な
ら

、
河

野

六

郎
氏

が

「

言
語

研
究

三
号

」
で
引

用
さ
れ

て
い
る

「
QD
Σ
毒
ぎ

幕

く
凶=ピ
。
O
馨
巴
。
。Q
器

〉
。・
Σ

喜

。
。q
8

。q
雷
喜

三
器

自
窃

ゴ

訂

巴
§

。・
鼠
ζ
"
訊

・日
亀
印

こ

3

ヨ
巴

K

に
充

て

一
〇
一
9

一
〇
=
梁
僧
伽

婆

羅
訳
孔

雀

明
王
呪

経

の
陀

羅
尼

に
支

を

K

に
充

て

ゝ
」
い
る

こ
と

は
指
摘

し

て
お
か

ね
ば

な
ら

な

い
で

あ

ろ
う

。

第

三
は

、

日
本

の
文
献

の
扱

い
方
が

、
や

ゝ
乱

雑
す

ぎ

は
し
な

い
か

と

思

わ
れ

る
。

「
直

支

」

「
阿

直
岐

」

に

つ
い

て
は
、
本

居
宜

長
が

古
事

記

伝

三
十

三
巻

で

「
阿
直

岐
と

直
支

王

と
を

一
つ
に
心
得

た

る
人
あ

り
。

誤

な
り

」
と

指
摘

し

て

い
る
。

も

っ
と

慎
重

に
考
察

す

べ
き
で

あ

ろ
う

。

第

四
は

、

三
国
史

記

の
文

献

の
扱

い

に
難

の
あ

る

こ
と
で

あ

る
。

三
国

史

記

は
主

に
新

羅
、

百
済
、

高
句

麗

の
歴
史

、
地
誌

が

記
録

さ
れ

十

二
世

紀

の
半

ば

に
編
ま

れ

た
と
言

わ

れ

て
い
る
。

こ
の
書

で

用

い
ら
れ

て

い
る

音

仮

名

の
漢

字
音

に
は
、
編

集

さ
れ

た
当
時

の
漢

字
音

と
、

そ

の
編
集

に

利

用

し
た

古
文
献

の
、
当
時

の
漢

字
音

が
混

じ

っ
て
い
る
も

の
と
考

え

ら

れ

る
。
出

来
得

る
限

り

そ
の
両
者

を

選
り
分

け

て
考

察

を
進

あ

る
必
要
が

あ

ろ
う
か

と
思

わ
れ

る
。

以

上
が

梁
氏

の
説

に
対

す

る
疑

問
点

で
あ

る
が

、

こ
れ
ら

の
問

題
が
未

解
決

の
ま

ゝ
で

は
、

「
直

支
」

の

「
支
」
を

「
刃
」
と

訓

む
意
見

に

は
賛

同
し

難

い
。
ま

た
七

世
紀

頃
す

で

に

「
お
」
と

し

て
の
頭
子

音
使

用
が
支

配
的

で
あ

っ
た
漢

字

「
支

」

の
音
で

、

四
世

紀
頃

の
人
名

の
訓
み

方
を
探

ろ
う

と
す

る

の
は
妥

当
で

は
な

い

よ
う

に
思

わ

れ
る
。

「
支
」

の
漢

字
を

使

用
し

て
記
録

さ
れ

て

い
る
朝
鮮

の
古

地
名

に
は

「

支
」

を

「
キ

」
と
訓

ま

せ

て
お

り
、

ま
た

「
翻

岐
」

「
久
麻

伎
吻

な

ど

「

キ
」

と

つ
く

人
名

の
あ

る

こ
の
か
ら
推

し

て

「
直

支

」

の

「
支

」
は

「
キ

」
と

訓

む

べ
き

で

は
な

い
か
と

考

え
る
。
京

都

北
野
神

社
所

蔵
兼

永
本

に

「
支

」

に

「
キ
」
と

傍
訓

が

つ
け
ら

れ

て
い
る

の
は

、
正

し

い
訓

が

伝
え

ら

れ

て
い
る

と
考

え
る

べ
き
で

あ

ろ
う
。

雄

略
紀

(
用
例
の

鋤
動
ゆ

㈹

)
に

「
昆

支
」

(
棍

・
混

)

の
表

記

が
な
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さ
れ

て

い
る
。

彼
が

百
済

王
蓋

歯

の
第

二

王
子
で

あ

り
、

日
本

に
と

っ
て

も

記
録

し

て
お
く

べ
き
重

要

人
物
で

あ

っ
た
。
彼

の
記
録

の
整

理

に
は
、

朝

鮮

の
文
献

が

利

用
さ

れ
、
引

用

さ
れ

た

こ
と
で

あ

ろ
う

。

「
昆
支

」

の

「
支

」
も

「
直

支

」
と

同
じ

く

「
キ
」

と
訓

ま

れ
た

と
考

え
ら

れ

る
。

国

史

大
系

本

の
傍

訓

に

「
コ
ム
キ
」

「
コ

ニ
キ
」

と
付

し

て
あ

る
訓
み

に
従

い
た

い
と

思

う
。

応
神

紀

に
引

か

れ

て
い
る

百
済

の
文
献

に

「
支

侵

」

(
用
例
④

)
と

い

う
地

名
が

見

え
る

、

三

品
氏

は
、
「
忠
清

南

道
洪

域
方

面
か

。

那
珂
博

士

な

ど

の
先
学

が

既

に
指

摘
し

て

い
る
よ

う

に
、
支

侵

の
名

は
、
魏

志
東

夷

伝

の
馬

韓

五
十

余

国

の
内

に
支

侵

国
が

あ
%

」

と
述

べ
て
お
ら

れ
る
。

魏

志

で

は

「
志

」
を

「
キ
」

の
音
価

を

示
す

漢
字

と
し

て
使

用

さ
れ

て

い
た

と

考

え
ら

れ
、
ま

た

三
国
史

記

に
多

岐
県

本

百
済
多

ロ
ハ
県

(
三
六
巻

)

支
薄

県

本

ロ
ハ
三
村

(
三
七
巻

)
と

あ

る

こ
と

か

ら

「
支

侵

」

の

「
支

」
は

「
キ

」

と
訓

む

べ
き

だ
と

考

え
ら

れ
る
。

⑳

「
北

方
系

の
新

し

い
字
音

が

用

い
ら
れ

て

い
る
」

と

い
う
。

上
代
我

が

国

で

「
キ

」

(甲

類

)

の
文

字

と
し

て
使

用
さ
れ

て
い
た

「
支

」
も

、
北

方

の
新

し

い
音
体

系

の
下

で
は

「
キ

」

(甲

類

)

の
音

の
表

記

に
は
適

切

な

文
字

と

は
言

え
な

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

そ

の

こ
と
も

一
因

し

て
、
従
来

国
内

の
使

用

習
慣

に
も

か

ゝ
わ
ら
ず

、

日
本
書

紀

の
編
者

達

は
、
音

仮

名

と
し

て
の

「
支
」

の
使

用
を

極
力

避
け

て

い
る
。

に
も

か

ゝ
わ
ら
ず

、
十

九

例

の
音

仮

名

の
使

用

が
見

ら
れ

る

の
は
、

こ
れ

ら

「支

」

の
表

記

の
含

ま

れ

て
い

る
語
が

、
何

れ
も

何
ら

か

の
か
た
ち

で

朝
鮮

の
文
献

に
記
載

さ

れ

て

い
た
か

ら
で

、
日
本
書

紀

編
集

時

に
は
、
そ
れ

ら
朝

鮮

の
文
献

に
よ
り

な

が
ら

、
参

照

す

べ
き

は
参

照

し
、
転

写
す

べ
き

は
転

写
し
た

で
あ

ろ
う

と

思
わ

れ

る
。
音

仮

名

「
支
」

の
発
音
が

日
本
書

紀

編
集

時

に
使

用
し

た

漢

字
音

の
音

体
系

と

は
異
質

の
も

の
で

あ

る
ぐ

ら

い
は
承
知

の
上
で

の

こ

と

.て
あ

っ
た
ろ

う
。

注

1
2
3

日
本
古
典
全
書
本

の
傍
訓
に
よ
る

継

体

紀

(
用

例
㈲

)
に
百
済

人
名

「
臓

支

」

の
名
が

見
え

る
が

「
直
支

」

「
昆

支

」
何

れ
も

「
支

」
を

「
キ
」

と
訓

ん
だ

こ
と

か
ら
推

し

て
、
「
哉

支

」

の

「
支

」

も

「
キ

」
と
訓

む

べ
き

で
あ

ろ
う

。

以
上

が

、

日
本
書

紀

に
見

え

る
音

仮

名
と

し

て

の

「
支
」

で
あ

る
が

、

「
キ
」

と
訓

ま

れ

る

べ
き

可
能

性
極

め

て
高

く
、

ま
た

す

べ
て
が

朝
鮮

の

人
名

・
地
名

の
記
録

、
朝

鮮

人

の
日
本

語
記

録

の
た
め

に
使

用
さ

れ
た

も

の
で

あ

る

。

と

こ
ろ

で

日
本
書

紀

に
使

用
さ

れ
た
漢

字
音

は

、
大

野
晋

氏

に
よ

れ
ば

飯

田
武
郷

日
本
書

紀
通
釈

二
五
九

二
頁

一
九
三
八
頁

一
九

八
三

頁

二
〇

一
八
頁

福
永
静
哉

韻

鏡
新
釈

開
9二
鴨
05
=国
言
島
窃

讐
『
ζ

℃
,
8
0
ざ
讐
o
O
3
ぎ
o
凶器

の

ロ
冨
巳

目
影
貯
o

の
表

記
法

に
よ
る
。

藤
堂

明
保

中
国
語
音
韻
論

一
九
〇
頁
有
坂

秀
世
博
士
は
、

「上
代

音

韻

放
」
.て

「
支
」

(切
韻

{9

古
音

は
K

に
始

ま
る
も

の
だ

っ
た
ら

し
い

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

四
八

三
頁

魏
志

倭
人
伝

に

「
支
」
は

一
大

(支

)
国
、
爾
支
、
伊
支
馬
、
弥
馬
獲

支
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己
百
支
国
、
郡
支
国
、
支
惟

国
、
桃
支

と
あ
る
が
、「
桃
支
」

の

「支
」
は

音

仮
名
で
は
な

い
。

三
国
史

記

に
見
え
る
音

仮
名

の

「支

」
は
、
拷

山
珍
支
、
支
所
礼
、
蒔

支
、

一
宗

支
、
褒
支
留
、
四
支
、
於
只
友

、乙
支
、莫
雄
支

、莫
離
支
、膿
支

八
直
支

〉
、昆
支
、
支
羅
、
阿
支
県
、
斤
鳥
支
県

、
悪
支
県
、
官
阿
良
支
停

、闊
支

郡
、

三
支
県
、伊
伐
支

県
、支
山
県

、
加
支
達

県
、
伐
音
支
県
、
屈
支
県

、
栗
支

県
、
菓
支
県
、
於

支
呑

、
遁
支
県
、
蚕
支
落
、
徳

近
支

、
支
濤
、支
牟
県

、

牟
支
県
、
多
支
県

、
軍

支
県
、
豆
斯
支
、
支
美
齎

、
摩

支

郷

歌

の
中

に
は
、
出
隠
伊
音

叱
如
支

(第
四

)
、
好
支
賜
烏
隠

(第
十

二

)、
堕
支
行
齋

(第
十

二
)、
逢
烏
支
悪
知
作
乎

下
是

(第
十

二
)
喰
悪
支
治

良
羅

(第
十

四
)
国
悪
支

持
以

(第
十
四

)、
君

如
臣
多
支

(第
十

四
)
誰

支
下
焉
古

(第
十
六

)
除

悪
支

(第
十
八

)
多

可
支
自
遣
賜
立

(第
二
十

)

物
叱
好
支
栢
史

(第

二
十

四
)

木
下
礼
仁
、

日
本
書
紀

に
見
え
る
百
済
史
料

の
史
料
的
価
値

に

つ
い
て

朝

鮮
学
報
第

二

一
・
三
輯

欽
明

五
年
紀

に
見

え
る

「
印
岐
弥
」
は
、
他

の
用
例
が
、
「印
支
弥

」
と

表
記

さ
れ
て
い
る

の
で

「印
支
弥

」

の
誤
り
で
は
な

い
か
と
疑

っ
た
が
、

写
本

に
異

同
が
見
ら
れ
な

い
の
で

、
国
史

大
系
本
通
り

に
扱
う

こ
と

に
し

た
。
丸
山
林

平
氏
の
定
本

日
本
書
紀

で
は
上

・
下

の
文

に
拠

っ
て

「印
支

弥
」

に
改

め
て
い
る
。

鮎
員
房
之
進

雑
攻
第

二
輯
上
、

五
丁

三
品
彰
英

日
本
書
紀
朝
鮮
関
係
記
事
考
証
上
巻

一
六
〇
頁

二
二
五
頁

金
沢
庄
三
郎

日
鮮
古
代
地
名
の
研
究
二
三
頁

直
支
は
、
応
神
天
皇
八
年
に
来
朝
、
十
六
年
即
位
の
た
め
に
帰
国
し
て
い

る
。

三
国
史

記
に
よ
る
と
、
直
支

は
即
位
後
十
六
年
間
生
存
し

て
い
る
。

も
し
史

記
の
方
の
記
録
が
正
し

け
れ
ば

、
直
支
は
少
く
と
も
応
神
天
皇

の

三
十

一
年
ま

で
は
生
存
し

て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
し
か
し

日
本
書
紀

で

は
応
神

天
皇
二
十
五
年

に
死
亡

の
記
事
が
見
え

て
い
る
。
納
得
し
難

い

記
事
で

あ
る
。

「
濃
」

「餐

」
が

「干
岐

」
に
通
じ
る

の
は
、
河
野
⊥ハ
郎
氏

の
説

「干

岐

は
恐
ら
く

冨
5
讐
(大
イ

ナ

ル
君

)
の
意
ら
し
く
、
唱

は
亦
同
音

異
義
で

(

食
事

)
を
意
味
し
た
。
げ
9冒
駐

(大

イ
ナ

ル
食
事

)
ー

(盛
餐

)
と
の
類
似

か
ら
干

岐
を
喰
で
も
示
し

た
様

で
あ
る
」

(世
界
言
語
概
説

四
二
九
頁

)

と
い
う
意
見

に
従
う

べ
き
で

、
梁
氏
の

「
(朴

む
)
一

(
祉
)
。
一呈
縮
約

」

と
考

え
る
意
見
に
は
音
韻
変

化
の
点
か
ら
も
従

い
難

い
。

三
国
史
記

に
百
済

の
歴
代

王
名
が
記
録
さ
れ

て
い
る
の
で
列
挙

し
て
お
く

始
祖
温
酢
、
多
婁
、
己
婁

、
蓋

婁
、
肖
古
仇
首
、
沙
伊
、
古
爾

、
責
稽

、

紛
西
、
比
流
、
契
、
近
肖
古

、
近
仇
首
、
枕
流
、
辰
斯
、
阿
華

、
膿

支
、

久
爾
辛

砒

有
、蓋
歯
、
文

周
、
三
斤
、
東
城
、
武
寧
、
聖
、
威

徳
、
恵
、

武

、
義
慈

人
名

に

「キ
」

の

つ
く
例

は
、
日
本
書
記
で
は
、
阿
直
岐
、
昆

支
、
阿
波

伎

(岐

)
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。

大
野
晋

上
代
仮
名

遺

の
研
究

四

一
頁

付

こ
の
小
考

は
京
都
私
学
論
集

に
報
告
し
た
も

の
に
基

づ
き

な
が
ら
、
再
考
、

執
筆
し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
お

こ
と
わ
り
し

て
お
く
。

一20う


